
運輸安全マネジメントの公表
令和７年度



当社は、

旅客自動車運送事業運輸規則第４７条の７の規定に基づき、

輸送の安全を確保するために社員一丸となって取り組み、

それを次の通り公表致します。

代表取締役　俵  徹



⒈ 輸送の安全に関する基本的な方針

1. 代表取締役は、輸送の安全の確保が事業経営の根幹であることを深く認識し、従業員に輸送の安全の確保が

最も重要であるという意識を徹底させます。

また、社内における安全に関する現場の声を真摯に受け止め、輸送の安全確保に主導的な役割を果たします。

そして、従業員一人一人が輸送の安全の確保が最も重要であるという意識を持ち、全従業員が一丸となって、

業務を遂行することにより、絶えず輸送の安全性の向上に努めます。

2. 輸送の安全に関する計画の策定、実行、チェック、改善（Plan Do Check Act）を確実に実施し、

絶えず輸送の安全性向上に努めます。また、輸送の安全に関する情報は積極的に社内外に公表します。



 ⒉ 輸送の安全に関する重点施策等

1. 輸送の安全の確保が最も重要であるという意識を徹底し、関係法令及び安全管理規程に定められた事項を

遵守します。

2. 輸送の安全に関する費用支出及び投資を効率的に行うよう努めます。

3. 輸送の安全に関する内部監査を行い、必要に応じ是正措置、または予防措置を講じます。

4. 輸送の安全に関する情報の連絡体制を確立し、社内において必要な情報を伝達、共有します。

5. 輸送の安全に関する教育及び研修に関する具体的な計画を策定し、これを的確に実施します。

輸送の安全に関する基本的な方針を実現させるための重点施策等は下記の通りです。



⒊ 輸送の安全に関する目標及び目標の達成状況

令和６年度 安全目標 及び達成状況

① 人身事故ゼロ　⇒　０ 件達成

② 物損事故の大幅削減 ３２件→１０件　⇒　３５件  達成できず ( すべてが軽微な物損事故でした )

③ 飲酒運転ゼロの継続　⇒　達成

④ 省燃費運転と適切な運転操作　⇒　改善しつつあるがさらにレベルアップを目指す

⑤車庫内バック誘導の徹底で事故の撲滅　⇒　バック事故１２件　達成できず

令和７年度の安全に関する目標は下記の通りです。

①人身事故ゼロ

②物損事故の大幅削減　３５件　→　１０件

③飲酒運転ゼロの継続

④省燃費運転と適切な運転操作

⑤車庫内バック誘導の徹底で事故の撲滅



⒋ 自動車事故報告規則 ( 昭和 26 年運輸省令 104 号 )
　 第 2 条に規定する事故に関する統計

1. 重大事故に関すること

令和６年度も重大事故は発生しませんでした

2. 行政処分

処分なし

3. 令和５年度に発生した事故の分類内訳

・有責事故　３５件　・他責事故　6件　・人身事故　０件　・車内人身事故　０件

・物損事故　３５件　・重大事故　０件



⒌ 輸送の安全のために講じた措置及び講じようとする措置令

令和６年度 輸送の安全のために講じた措置

・乗務員への教育指導の回数をしっかりと維持し、安全のさらなる向上に努めました。

・安全、安心、おもてなしの心遣いで感動して頂ける運行を全社一丸となり進めました。

・内部監査の体制のさらなる強化をし、安全運行の意識を高めました。

令和７年度 輸送の安全のために講じようとする措置

・乗務員への教育指導の回数をしっかりと維持し、安全のさらなる向上に努める。

・安全、安心、おもてなしの心遣いで感動して頂ける運行を全社一丸となり進めます。

・内部監査の体制のさらなる強化をし、安全運行の意識を高める。

・安全運転５則を策定し、乗務員へ安全はすべてに優先するという理念を深く浸透させる。



⒍ 輸送の安全に係る情報の伝達体制その他の組織体制

運輸の安全に関する組織体制及び指揮命令系統図
【平常時】

改訂：令和７年 4月 1日

取締役会

安全 CS 推進室

業務本部

代表取締役社長
俵　徹

安全統括管理者
（取締役） 金井 浩

東京営業所

川口営業所

川越営業所

狭山営業所

042-497-7320 042-497-7340
所長 : 西岡 竜太

運行管理者／整備管理者

048-229-5688 048-229-5699
所長 : 佐藤 瞬貴

運行管理者／整備管理者

049-230-4800 049-230-4788
所長 : 金井　浩

運行管理者／整備管理者

所長 : 金井　浩
運行管理者／整備管理者

04-2902-6626 04-2902-6628

運　転　士

★ 安全統括管理者が不在の際は、安全 CS 推進室長がその任を代務する

★ 緊急時の連絡担当者：金井 浩（安全統括管理者）

運輸の安全に関する組織体制及び指揮命令系統図
【事故及び災害発生時】

改訂：令和７年 4月 1日

取締役会

安全 CS 推進室
安全統括管理者補助者

業務本部

代表取締役社長
（対策本部長）

対策本部設置

現地対策本部設置
（本部長：担当営業所長）

安全統括管理者
（緊急連絡担当者）

東京営業所

川口営業所

川越営業所

狭山営業所

042-497-7320 042-497-7340

049-222-0606
049-225-1700

所長 : 西岡 竜太
運行管理者／整備管理者

048-229-5688 048-229-5699
所長 : 佐藤 瞬貴

運行管理者／整備管理者

049-230-4800 049-230-4788
所長 : 金井　浩

運行管理者／整備管理者

所長 : 金井　浩
運行管理者／整備管理者

04-2902-6626 04-2902-6628

連絡班 対策班 調査班 復旧班 救急班

事故・災害等発生

所轄警察署／消防署

報道機関

関東運輸局
保安・環境課

東京運輸支局
保安担当

埼玉運輸支局
保安担当

平日 9:30~18:15

時間外・休日等

045-211-7256

080-3369-7054

045-201-8813

平日 8:30~17:15

時間外・休日等

03-3458-9237

080-3369-7374

03-3471-6320

平日 8:30~17:15

時間外・休日等

048-624-1032

080-3369-7373

048-624-1028

特定重大事故 重大事故発生時は各運輸支局へ



安全計画に基づき、一般乗務員教育法定１３項目を年間で６回に分けて実施し、特にヒヤリハット情報を

集めたドライブレコーダーの映像を用いた教育については、６回すべてで実施し、概要と要因の解説を行った

上で、再発防止策を協議する双方向の乗務員教育を実施しています。

⒎ 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況 ①



⒎ 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況 ②（運転者）

これらに加え、チェーン講習会、実物を使用した非常用信号器具（消火器・発煙筒）の使用方法の確認、

実車を用いた事故災害訓練、防災救急協会職員による普通救命講習（心臓マッサージ・AED訓練機使用）の

受講など、定期的な乗務員教育に加えて、より安全に繋げる研修を実施しています。



初任運転者に対して行う、運転者として選任前に実施する２０時間の実技指導については、十分に経験の
ある指導員を添乗させ、既存のすべてのルートを数週間にわたり、運行ルートの詳細の確認・ヒヤリハット
地点の共有・起こりうるトラブルへの対処方法ディスカッション・異常気象時における注意点など、細かく
丁寧に経験させています。
使用する大型・中型・小型それぞれについて経験させ、既存ルート以外の必要と思われる環境についても
指導しています。１０時間の座学指導については、法定６科目に加え、実技指導でのドライブレコーダー
画像や入社時の適性診断の結果を用いて面談を行うことにより、新任運転者自身も運転時の傾向や癖を共有し、
さらなる安全運転に繋げるための目標の設定と共有を行って、実技指導にて目標に対する進捗状況を確認し、
フォローアップを行っています。選任後も定期的にヒアリングをし、経験値を高めています。

【令和６年度 初任運転者教育記録】
URL：https://fkk-g.co.jp/wp-content/uploads/2025/12/0f7a229e0aaaedc441885ce70c9f6834.pdf

⒎ 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況 ③（運転者）



また、適性診断の受診、及び受診結果に伴う指導を実施し、高齢運転者に対しては、内閣府作成の資料などを

基に脳トレや高齢運転者の事故の特徴、自らの運転行動の振り返りを行う、双方向の研修を実施することで

安全への意識を高めています。

⒎ 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況 ④（運転者）



・国土交通省、自動車事故対策機構、日本バス協会等が主催する安全に関する講習会の受講

・運行管理者、整備管理者の一般講習の受講

・安全統括管理者、統括運行管理者等による運行管理者、整備管理者に対する教育の実施

・運行管理者基礎講習、整備管理者選任前講習の受講

⒎ 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況 ⑤
　（運行管理者・整備管理者・各補助者）



⒏ 輸送の安全に係る内部監査の結果、並びにそれに基づき
　 講じた措置及び講じようとする措置

当社は、運輸安全マネジメントの実施状況を点検するため、

輸送の安全に関する内部監査を年１回実施しています。

令和７年度の実施状況は以下の通りです。

軽微なヒヤリハット事例や軽微な自損事故をただ開示するだけではなく、

事故防止する為の分析をしっかりと行い、改善策をより具体的に検証し、共有し、

全乗務員にわかりやすく波及させる。必要に応じて、マニュアル等を作成し、蓄積していく。

[実施期間 ]　令和７年３月

[監査対象 ]　社長・安全統括管理者・安全ＣＳ推進室

　　　　　　・本社営業所（乗合バス部、及び貸切バス部）

　　　　　　・川越営業所（貸切バス部）・狭山営業所（貸切バス部）・川口営業所（貸切バス部）

[監査結果 ]　大きな指摘事項はありませんでしたが、下記事項に関し指摘がありましたので、

　　　　　　それに基づき今後の取り組みとして実施してまいります。



⒑ 安全統括管理者に係る情報

⒐ 安全管理規程

別紙参照

東京富士交通株式会社 安全管理規程
（https://fkk-g.co.jp/anzenkanrikitei/）

金井　浩

取締役兼統括所長

氏名

役職



11．事業用自動車の運転者、運行管理者、整備管理者に係る情報
（令和７年４月１５日現在）

本社営業所

運転者 28名 27 名 14 名 11 名

2名 2名 3名 2名

4名 5名 6名 5名

1名 1名 1名 1名

5名 6名 7名 6名

運行管理者

運行管理補助者

整備管理者

整備管理補助者

川越営業所 川口営業所 狭山営業所



12．事業用自動車に係る情報
（令和７年４月１５日現在）

本社営業所

大型車 16両 7両 7両 3両

0両 4両 0両 0両

3両 22 両 0両 3両

中型車

小型車

川越営業所 川口営業所 狭山営業所

任意保険の加入状況　　対人：無制限　　対物：無制限


